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社会教育施設について考える（WG 報告） 

～第 13 回：たちばな天文台～ 
福澄孝博（WG 代表／札幌市青少年科学館）、岩穴口栄市（たちばな天文台）、 

生涯学習施設支援 WG 
 

1. はじめに 

 社会教育施設について考える本連載、今回

は WG として事例調査した「宮崎県都城市た

ちばな天文台」につき報告します。指定管理

者制度移行の後、天文台閉鎖の危機を迎えた

同天文台、職員の行動力でそれを切り抜ける

ことができました。詳細につきましてはデリ

ケートな部分も含むため、この記事で明らか

にすることは差し控えますが、WG 内では調

査結果をデータにして保管・管理しておりま

す。参照されたい方は文末の福澄連絡先まで

個別にお問い合わせください。 
 WG ではこのように個別の情報管理に留意

しつつ、継続した事例収集にも努めていきた

いと思います：後継の WG[1]での活動を含む。 
 
2. たちばな天文台の紹介 

 今回取り上げるたちばな天文台は宮崎県都

城市高崎町の小高い山の上にある天文台で、

西には霧島連山を望むことのできる眺望の素

晴らしい天文台です（図 1、図 2）。開館は、

1991 年（平成 3 年）10 月、高崎町（当時）

が 100％町債で建設しました（Wikipedia に

 
図 1 天文台から霧島連山の眺め 

は、ふるさと創生事業で建設されたと書かれ

ていますが、それは、間違いだそうです）。 

 
図 2 たちばな天文台外観 

 
 その後、市町村合併で都城市の施設となり

（2006 年（平成 18 年））、第三セクターによ

る高崎星の里総合産業株式会社が平成 29 年

度末まで運営していました。平成 30 年度 4
月より、都城市の温泉施設 4 社が合併した都

城ぼんち地域振興株式会社設立と共に、同社

高崎事業所の天文台部門として新たに運営さ

れています。 

 運営スタッフは、常勤職員 1 名、非常勤の

台長が 1 名、お掃除＆週末・繁忙期受付スタ

ッフが 1 名の計 3 名ながら、2018 年度（平

成 30 年度）の入館実績で来館者 5,400 名・

アウトリーチ 2,935 名、合計 8,335 名の利用

者であり、小規模の地方館としては、頑張っ

ている入館者数だと自負しているとのことで

す。 

 
3. 天文台の危機と、その回避 

 そんなたちばな天文台ですが、常に順調だ

ったわけではなく、過去に閉鎖の危機に瀕し
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たこともあったそうです。 
 2014 年（平成 26 年）年末に指定管理者側

から天文台職員の契約終了や他施設への移動

（次年度頭付）が告げられました。機会あっ

て市側にも相談したところ、契約は無事継続

しました。これには担当者が実際に家族で天

文台を利用したこともあり、普段の活動を理

解してくれていたのも後押しになったと思わ

れます。 

 その後、市長から必要な予算措置の保証の

下、次年度来館者の倍増指示が出ました。一

見、きつい目標のようですが、これを設定さ

れたことにより、ある意味で天文台閉鎖は立

ち消えました。目標達成に向け、社内で月例

会議が開催されるようになったそうです。天

文台職員・指定管理会社・市役所担当部署そ

れぞれが同じ結果に向かって動くようになっ

たわけです。 

 翌年、たまたま開館 25 周年だったことか

ら、記念イベントの開催なども含め目標の

7,300 名を大幅に超えて 9,003 名（アウトリ

ーチ＆イベント参加者含む）の来館者を迎え

られました。 

 その後、市側担当課長を務めた方が退職後

管理会社に現場トップとして来るようになっ

たこともあり、会社の実情や問題点を共有で

き、大きな混乱無く運営が行われています。 

 
4. 日々の活動が大事だった＆今後の課題 

 今回、無事危機を回避できたわけですが、

直接の転機は市側への相談だったものの、い

きなり相談したわけではないとおっしゃいま

す。「解雇等の通知が具体的に出る以前から、

折々に地元選出の市議会議員を訪ね、議会で

天文台について質問をしていただきました。

ですから、相談に伺う前から、市側も天文台

の状況をある程度把握できていたと思われま

す。」 
 そして、何より一番大事なのは、来館者に

来ていただいているという事実です。毎年、

天文台のイベント数は大小併せて 50 イベン

ト、天文台が活動していることを内外に情報

発信し続けているとのこと。これはイベント

に参加されなくても、天文台があることを認

知し、来館していただくことを狙ってだそう

です。「市の文化施設である以上皆様に利用さ

れることが最大の評価基準だと考え、自分た

ちでやれる範囲のことは最大限行っていま

す。」 
 具体的なイベント告知の大きな手段は、年

4 回におよぶ近隣小学校へのイベントチラシ

配布（20,000 枚）、これ以外にも、地道にマ

スコミへの情報提供・イベントの告知・良い

天文写真が撮影できたらその提供など、地味

ながらも広報業務も基本的な活動と認識し、

力を入れてこられました。 
 「このような活動が基本にあったからこそ、

今回の訴えが成功したと考えています。」 
 同時に、今後の課題もしっかり見据えられ

ています。職員の世代交代、施設維持ともに

喫緊な課題ではあるものの、予算の都合もあ

り、なかなか進展がありません。望遠鏡は年

間保守契約を維持し、必要最低限の状態維持

はできているが、開館以来大がかりなメンテ

ナンスは一度も行われておらず、実現のめど

も立たない状態とのこと。そんな中でも、こ

れからも「地域の皆様から愛される天文台を

目指して、日々の業務を続けていきたいと思

っております。」 
 
5. インタビュー後の、状況補足（岩穴口さ

んより） 

 インタビューでも触れた、新しく来られた

専務には天文台を盛り上げるご協力をいただ

きました。そこから徐々に天文台と指定管理

会社との関係が改善を始めました。今まで出

ることのなかった会社の会議に出席すること

になり、出席することで今までは顔を知って
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いるだけだった職員と話をする機会が増えま

した。例えば、昨年の秋頃には料理長から「料

理の写真を撮影して欲しい」との依頼を受け、

撮影を行い、デジタルサイネージ（動画広告）

を作成しました。その結果、食堂の来館者が

倍増し売り上げ増に貢献しました。さらに、

この 4 月からはメニューリニューアル＆値上

げの際にもメニュー写真追加撮影およびメニ

ュー作成を行い、お客様に好評を得ることが

できました。この様に新たな人間関係が構築

され、良い繋がりが広がりました。話は若干

前後しますが、管理会社ではこれまで全社会

議などの大規模な会議がなかったので、今年

3 月に実施しました。収益改善を目標とした

職員の意識改革のために、会議の企画・レジ

ュメの作成・各部長へ目標設定のテンプレー

トとして天文台のものを見せて作成を依頼＆

発表を行ってもらい、さらに司会も行いまし

た。ここまでやる職員は誰もいないので、社

内からの評価もようやく上がり、天文台で実

施してきたイベント企画力を社内で発揮でき

るまでになりました。そして、目下の所のた

ちばな天文台の問題の一つ、世代交代ができ

ないという問題です。人件費が絡んできます

ので、直ぐにどうこうできる内容でもありま

せんが、より良い方向に向け、運営会社とも

協議し、解を見つけ出したいと思います（少

しずつですが、実際に前に進みつつあります）。 
 ようやく、どん底だった状況からここまで

持ってこられたなぁと思っておりまます。

文 献 

[1] 福澄孝博ら（2018）「社会教育施設につい

て考える（WG 報告）～第 12 回：本 WG
のこれからと新 WG への引継ぎ～」，天文

教育，第 30 巻第 6 号(2018 年 11 月号)，25．

福澄 孝博 

 

岩穴口 栄市

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [515.906 728.504]
>> setpagedevice


